６．排水路工

6-1　記入上の留意点

　排水路工の記入上の留意点

（１）　冒頭の照査リストは、管理技術者が（設計内容（要点）記載表）を記入した後に照査技術者が照査する。
（２）　総括表及び（設計内容（要点）記載表）の内容、報告書の該当ページ等は、管理技術者が記入をおこない、これに基づき、照査技術者は照査を行い、照査欄にチェックする。

（３）　コンクリート構造物で道路・河川等の協議がからみ、国土交通省系の基準で計画されるものは、鉄筋コンクート構造物の（設計内容（要点）記載表）によるものとする。

（４）　永久構造物としての鋼矢板護岸と、仮設鋼矢板土留工と区別した。
（５）　数値の単位系は、ＳＩ単位とする。
（６）　（設計内容（要点）記載表）１．１の特殊施設の記述は該当するものの有無を記入するのみで、構造等のチェックは、以下の（設計内容（要点）記載表）を用いて行う。

水路橋工　　　― ―　農道橋

トンネル工　　― ―　水路トンネル

排水ポンプ　　― ―　排水機場

樋管　　　　　― ―　排水機場または鉄筋コンクリート構造物

樋門　　　　　― ―　頭首工


